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PAT 開発者の Kazak 氏より承諾を得て、順翻訳および逆翻訳の手順を経て日本語に翻訳した。
小児がん医療専門職者による内容妥当性検討、小児がん患者の家族を対象とした認知的インタビ
ュー、開発者による確認を経て PAT2.0 日本語版を作成した。 
小児がん患者の主介護者である母親を対象に横断的観察研究を実施した。実施にあたり、名古
屋市立大学大学院医学研究科および各施設の倫理審査委員会の承認を得た。対象者を便宜的にサ
ンプリングし、PAT2.0 日本語版、Patient Health Questionnaire 9（PHQ-9）、Impact of Event 
Scale-Revised（IES-R）、Family Relationship Inventor（FRI）、Multidimensional Scale of 
Perceived Social Support（MSPSS）、Pediatric Quality of Life Inventory（PedsQL）について
回答を依頼した。Consensus-based Standards for the selection of health Measurement 
Instruments に基づいて、内的一貫性、再テスト信頼性はそれぞれ Kuder-Richardson 20（KR20）、
及び級内相関係数を算出して検討した。基準関連妥当性は、PAT2.0 総スコアと各尺度スコアとの
ピアソンの相関係数を算出し併存妥当性を検証した。構成概念妥当性は、PAT2.0 総スコアと抑う
つを有する母親の Receiver Operating Characteristic（ROC）曲線により弁別妥当性を検証し、
層別尤度比（stratum-specific likelihood ratio：SSLR）によりカットオフ値を検討した。 
 
3. 結果 
122 名が研究参加に同意し、119 名から郵送で回答を得た（回収率 94%）。PAT2.0 に欠損のあ
る 2 名を除く 117 名を分析対象とした。対象者の平均年齢は 37.7±5.9 歳、患者の平均年齢は 6.2
±5.0 歳であった。 
PAT2.0 総スコアの KR20 は 0.84、下位尺度のうち「家族構造と資源」「ストレス反応」「ファ
ミリービリーフ」の KR20 は 0.70 未満であった。再テスト信頼性における PAT2.0 総スコアの級
内相関係数は 0.92 で、全ての下位尺度が 0.60 以上であった。 
PAT2.0総スコアと各尺度との相関係数は、PHQ-9は0.49（p<0.001）、IES-Rは0.44（p<0.001）、
PedsQL は-0.42（p=0.001）、FRI は-0.42（p=0.001）、MSPSS は-0.35（p<0.001）であった。 
抑うつのスクリーニングに関する PAT2.0 の感度は 92%、特異度は 63%（カットオフ値 0.94）、



























設の倫理審査委員会の承認を得た。対象者に、PAT2.0 日本語版、Patient Health 
Questionnaire 9（PHQ-9）、Impact of Event Scale-Revised（IES-R）、Family Relationship 
Inventor（FRI）、Multidimensional Scale of Perceived Social Support（MSPSS）、
Pediatric Quality of Life Inventory（PedsQL）の回答を依頼した。内的一貫性、再テスト信
頼性は、Kuder-Richardson 20（KR20）及び級内相関係数を算出した。基準関連妥当性は、
PAT2.0 総スコアと各尺度スコアとのピアソンの相関係数を算出し併存妥当性を検証した。構成
概念妥当性は、PAT2.0 総スコアと抑うつを有する母親の ROC 曲線により弁別妥当性を検証し、
層別尤度比（SSLR）によりカットオフ値を検討した。 
【結果】122 名が研究参加に同意し、119 名から郵送で回答を得た（回収率 94%）。PAT2.0 に欠
損のある 2名を除く 117 名を分析対象とした。PAT2.0 総スコアの KR20 は 0.84、一部の下位尺度
の KR20 は 0.70 未満であった。再テスト信頼性における PAT2.0 総スコアの級内相関係数は 0.92
で、全ての下位尺度が 0.60 以上であった。PAT2.0 総スコアと各尺度との相関係数は、PHQ-9 は
0.49、IES-R は 0.44、PedsQL は-0.42、FRI は-0.42、MSPSS は-0.35 の有意な相関があった。抑
うつのスクリーニングに関する PAT2.0 の感度は 92%、特異度は 63%（カットオフ値 0.94）、曲
線下面積は 0.81（95％信頼区間:0.72－0.90）であった。SSLR は、PAT2.0 総スコアが 0.0－
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